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1.  

緊急

 

輸送サービス労組を名指しで批判し する行為は
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1.  

緊急

「社員の皆さんへ」

（回答）貴組合がホームページや箇所の掲示板において事実と異なる情報宣伝を行ったことから、会社として社員へ事実を伝えるために「社員の皆さ
んへ」を掲出したものであり、貴組合を誹謗中傷する意図はない。 

１．「社員の皆さんへ（令和７年６月６日付け）」を発出に至った根拠と事実経過を明らかにすること。また、事実を捻じ曲げＪＲ東日本輸送サービス
労働組合を誹謗中傷した内容の「社員の皆さんへ（令和７年６月６日付け）を、即時撤回すること。 

❑

❑

✓ 団体交渉、窓口間のやりとりの中で会社として組合が
理解していたものと認識していた。 

✓ 個人ではなく労使でやりとりをしてきた。一般的には
窓口間でのやりとりとなる。 

 

❑

❑

✓ 情報紙の中で事実無根の記載を行っていることに
関して、会社として事実を社員に伝えることが求め
られる。会社の判断で掲出した。 

✓ その部分が、会社として事実ではないということを
明確に伝えている。 

❑

❑

❑

✓ 運輸安全委員会の調査が継続中であり協力要請を行
った。それを「隠蔽を指示」というような捉え方をし
た。会社としてそのような認識はないし支配介入を行
ったという認識はない。 

✓ 申11号交渉で回答する前に、情報の取扱いについて議論があ
った。その上で、交渉終了後、確かに何度も会社から連絡を
して協力要請を行い、会社として受け入れたと考えていた。 

✓ 組合の正当な組合活動に対して介入することはない。支配介
入を行った認識もない。労働協約は労使がこの内容に基づい
てやっていくことに変わりはない。隠蔽指示、執拗に迫るな
どの認識にはない。 
 

協約を持ち出しながら執拗に迫ったことは事実

“隠蔽指示・支配介入”であることを通告

など
「社員の皆さんへ」の内容は事実と違う！

強く主張！

会社
一方的な認識

だから即時撤回するべきだ！

 

会社からの協力要請を

組合はこうした （組合） などしていない！

強く主張！


